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本四料金吊

国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
６
月
実
施
予
定
の
高
速
道
路
の
新
料
金
で
、

瀬
戸
大
橋
な
ど
本
州
四
国
連

絡
道
路
の
料
金
が
割
高
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
、

岡
山
、

広
島
、

香
川
県
な
ど
関
係
自
治
体
が
反
発
を

強
め
て
い
る
。

四
国
の
知
事
ら
は
、

国
交
省
や
与
党

・
民
主
党
幹
事
長
室
に
是
正
を
要
望
。

参
院
選
を

視
野
に
民
主
党
側
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、

国
会
審
議
で
見
直
し
の
可
能
性
も
出
て
く
る
中
、

本
四
道
の

新
料
金
の
問
題
点
を
探

っ
た
。

岡
山

一
郎
、

藤
岡
慎
吾
）

本
四
道
の
料
金
に
つ
い
て
民
主
党
の
生
方
副
幹

事
長

（有
）
に
要
望
す
る
真
鍋
香
川
県
知
事
（左

か
ら
３
人
目
）
＝
４
月
２．
日
　
　
　
″

「
東
京
や
大
阪
か
ら
西
に
車
で

行
く
の
に
、

九
州
は
２
千
円
で
行

け
る
が
、

四
国

へ
は
５
千
円
か
か

る
」４

月
２．
日
、

国
会
内
の
民
主
党

幹
事
長
室
で
、

真
鍋
武
紀
香
川
県

知
事
は
こ
う
指
摘
し
、

「
四
国
は

条
件
不
利
地
域
と
な
り
、

経
済
な

ど
に
影
響
す
る
」
と
訴
え
た
。

新
料
金
で
は
普
通
車

の
上
限
が

一
般
高
速
道
２
千
円
に
対
し
、

本

四
道
は
別
料
金
で
上
限
３
千
円
。

一
般
高
速
道
も
利
用
す
れ
ば
計
５

千
円
が
必
要
と
な
る
。

２８
日
に
は
徳
島
、

兵
庫
両
県
知

事
も
国
交
省
や
民
主
党
に
対
し
、

神
戸
淡
路
鳴
門
道
の
料
金
見
直
し

を
要
望
し
た
。

本
四
道
は
、　

一
般
高
速
道
と
は

別
の
料
金
体
系
で
課
金
さ
れ
て
き

た
。

現
在
、　

一
般
高
速
道
が
１
ゴ

当
た
り
２４

・
６
円
な
の
に
対
し
、

本
四
道
は
海
峡
部
２
５
０
円
余
と

１０
倍
以
上
、

陸
上
部
で
も
２８
円
余

と
割
高
だ
。

一
般
高
速
道
と
の
料
金

一
体
化

は
、

瀬
戸
大
橋
開
通
以
来
の
課
題

で
も
あ
る
。

出

資

金

負

担

「
事
前

の
連
絡
が
な
く
発
表
さ

れ
、

極
め
て
遺
憾
。

現
況
で
は
出

資
に
応
じ
る
考
え
は
な
い
」
。

石

井
正
弘
岡
山
県
知
事
が
２３
日
の
記

者
会
見
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

地

元
自
治
体
の
不
満
は
出
資
金
負
担

に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

本
四
道
で
は
岡
山
、

広
島
、

香

川
県
な
ど
関
係
１０
府
県
市
が
、

建

設
債
務
償
還
の
た
め
■
９
７
０
年

度

か

ら
出
資
金
を
負

担
し

て
き

た
。

２

０

０

９

年

度
、

岡
山
、

香
川
県
が
２６

・
５
億
円
、

広
島
県

が
５３
億
円
―

な
ど
。

地
方
側
負
担

の
累

計

は
５
千
億

円
近

く

に
上

た
。

加
戸
守
行
愛
媛
県
知
事
は
「
地

「
を
含
む
総
合
的
な
李

域
が
出
資
し
て
い
る
本
四
道
の
料

し
合
う

「
四
国
地
域

金
が
高
く
、

出
資
が
な
い

一
般
高

通
の
あ
り
方
に
関
す

速
道

の
方
が
安
い
。

社
会
正
義
に

　

（仮
称
）
の
設
置
デ

反
し
て
い
る
」
と
憤
る
。

　
　
　
　
　
四
国
各
県
や
経
済

「
県
と
し
て
追
加
出
資
に
は
反

業
者
な
ど
で
構
成
Ｌ

対
す
る
」
。

湯
崎
英
彦
広
島
県
知

じ
て
中
国
、

近
畿
靴

事
は
２８
日
、

記
者
会
見
で
明
言
し

に
も
広
げ
る

こ
と

一

た
。

本
四
道
の
料
金
が
割
高
の
ま

が
、

「
ま
だ
事
務
的

ま
で
は
追
加
出
資
に
は
応
じ
ら
れ

め
ら
れ
て
い
な
い
」

な

い
な
ど
条
件
付
き
も
合
め

れ

１１
年
度
か
ら
の
公
業

ば
、

１０
府
県
市
の
首
長
の
ほ
と
ん

た
め
の
財
源
確
保
に

ど
が
反
対

姿
勢
を
表

明
し

て

い

概
算
要
求
に
は
制
ピ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
さ
な
け
れ
ば
た

タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
　
ム
望

じヽ
卜
が
迫
っ

国
交
省
が
本
四
道
を
割
高
に
し

・
　

　

波

乱

含

，

た
理
由
は
、

「
フ
ェ
リ
ー
や
Ｊ
Ｒ
　

　

「
新
料
金
を
ス
タ

ヘ
の
配
慮
」
。

本
四
道
の
料
金
値

は
い
け
な
い
」
と
飯

下
げ
に
は
、

本
四
間
の
総
合
的
な

県
知
事
は
、

あ
く
章

交
通
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、

影

開
始

の
６
月
前

の
一

響
を
受
け
る
公
共
交
通

へ
の
支
援

る
。

中村良平・岡山大大学院教授に聞く

国
が
示
し
た
新
た
な
高
速
道
路

の
料
金
設
定
と
、

瀬
戸
大
橋
な
ど

本
州
四
国
連
絡
道
路

の
料
金
に
つ

い
て
、

中
村
良
平

・
岡
山
大
大
学

院
教
授

（地
域
公
共
政
策
）
に
聞

い
た
。

（池
菓
須
則
夫
）

◇

本
四
道
が

一
般
高
速
道
よ
り
千

円
高
い
上
限
３
千
円

（
普
通
車
）

に
設
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
瀬
戸

大
橋
の
料
金
が
高
く
関
所
と
言
わ

れ
て
き
た
が
、　

一
般
高
速
道
が
上

限
２
千
円
の
中
で
の
割
高
は
、

さ

ら
に
高
い
関
所
に
造
り
替
え
る
感

が
す
る
。

四
国
経
済
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

四
国

求
め
ら
れ
る
弾
力
的
運
用

限
３
千
円
と
す
る
の

橋
を
造

っ
た
の
は
靴

便
性
を
高
め
る
た
め

で
橋

の
通
行
料
金

一

で
、

フ
ェ
リ
ー
に
プ

ァ
の
利
用
が
あ
り
、

共
栄

が
図
ら
れ

て

ヽ

が
（
橋
が
使
わ
れ
ず

て
い
た
。

フ
ェ
リ
ー

で
あ
れ
ば
、

橋
と
補

う
に
国
が
固
定
費
孝

よ
う
に
し
な
い
と
。

全
国

一
律
の
料
金

距
離
に
応
じ
た
利
用

対
距
離

制
を
前
提

一

ば
、

橋
自
体
の
料
金

と
取
引
の
あ
る
岡
山
や
関
西
な
ど

の
企
業
に
と

っ
て
、

マ
イ
ナ
ス
効

果
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
。

自
民
党
政
権
時
に
経
済
対
策
と

し
て
始
ま

っ
た
高
速
道
の
休
日
干

円
割
引
は
、

観
光
地
な
ど
が
若
干

潤

っ
た
感
は
あ
る
が
、

二
酸
化
炭

素

（
Ｃ
Ｏ
）
な
ど
の
排
出
量
増
を

招
い
て
い
る
。

古
同
速
道
料
金
に
は
、

急
ぐ
人
が
普
通
の
道
路
よ
り
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
、

対
価

を
払
う
と
い
う

「
応
益
原
理
」
が

フ
ラ

ン
ス
や
ド
イ
ツ
は
有
料
化
の

方
向
に
向
か

っ
て
い
る
。

フ

ェ
リ
ー
を
維
持
す
る
の
に
上

あ
る
。

外
国
で
は
高
速
道
は
無
料

だ
と
言
わ
れ
る
が
、

維
持
管
理
費

．が
賄
え
な
く
な

っ
て
い
る
た
め
、 霜院爵見直しの可能性



「
東
京
や
大
阪
か
ら
西
に
車
で

行
く
の
に
、

九
州
は
２
千
円
で
行

け
る
が
、

四
国

へ
は
５
千
円
か
か

る
」４

月
２．
日
、

国
会
内
の
民
主
党

幹
事
長
室
で
、

真
鍋
武
紀
香
川
県

知
事
は
こ
う
指
摘
し
、

「
四
国
は

条
件
不
利
地
域
と
な
り
、

経
済
な

ど
に
影
響
す
る
」
と
訴
え
た
。

新
料
金
で
は
普
通
車
の
上
限
が

一
般
高
速
道
２
千
円
に
対
し
、

本

四
道
は
別
料
金
で
上
限
３
千
円
。

一
般
高
速
道
も
利
用
す
れ
ば
計
５

千
円
が
必
要
と
な
る
。

２８
日
に
は
徳
島
、

兵
庫
両
県
知

事
も
国
交
省
や
民
主
党
に
対
し
、

神
戸
淡
路
鳴
門
道
の
料
金
見
直
し

を
要
望
し
た
。

本
四
道
は
、　

一
般
高
速
道
と
は

別
の
料
金
体
系
で
課
金
さ
れ
て
き

た
。

現
在
、　

一
般
高
速
道
が
１
ま

当
た
り
２４

・
６
円
な
の
に
対
し
、

本
四
道
は
海
峡
部
２
５
０
円
余
と

１０
倍
以
上
、

陸
上
部
で
も
２８
円
余

と
割
高
だ
。

一
般
高
速
道
と
の
料
金

一
体
化

資
に
応
じ
る
考
え
は
な
い
」
。

石

井
正
弘
岡
山
県
知
事
が
２３
日
の
記

者
会
見
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

地

元
自
治
体
の
不
満
は
出
資
金
負
担

に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

本
四
道
で
は
岡
山
、

広
島
、

香

川
県
な
ど
関
係
１０
府
県
市
が
、

建

設
債
務
償
還
の
た
め
■
９
７
０
年

度
か

ら
出

資
金

を
負

担

し
て
き

た
。

２

０

０

９

年

度
、

岡

山
、

香
川
県
が
２６

・
５
億
円
、

広
島
県

が
５３
億
円
―

な
ど
。

地
方
側
負
担

の
累
計

は

５
千
億

円
近

く

に
上

た
。

加
戸
守
行
愛
媛
県
知
事
は
「
地

域
が
出
資
し
て
い
る
本
四
道
の
料

金
が
高
く
、

出
資
が
な
い

一
般
高

速
道
の
方
が
安
い
。

社
会
正
義
に

反
し
て
い
る
」
と
憤
る
。

「
県
と
し
て
追
加
出
資
に
は
反

対
す
る
」
。

湯
崎
英
彦
広
島
県
知

事
は
２８
日
、

記
者
会
見
で
明
言
し

た
。

本
四
道
の
料
金
が
割
高
の
ま

ま
で
は
追
加
出
資
に
は
応
じ
ら
れ

な

い
な
ど
条
件
付
き
も
含
め
れ

ば
、

１０
府
県
市
の
首
長
の
ほ
と
ん

ど
が
反
対

姿
勢

を
表
明

し
て

い

る
。

タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト

国
交
省
が
本
四
道
を
割
高
に
し

た
理
由
は
、

「
フ
ェ
リ
ー
や
Ｊ
Ｒ

へ
の
配
慮
」
。

本
四
道
の
料
金
値

下
げ
に
は
、

本
四
間
の
総
合
的
な

交
通
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、

影

響
を
受
け
る
公
共
交
通

へ
の
支
援

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
は
有
料
化
の

方
向
に
向
か

っ
て
い
る
。

フ
ェ
リ
ー
を
維
持
す
る
の
に
上

を
含
む
総
合
的
な
交
通
体
系
を
話

し
合
う

「
四
国
地
域
に
お
け
る
交

通
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」

（仮
称
）
の
設
置
だ
。

四
国
各
県
や
経
済
界
、

交
通
事

業
者
な
ど
で
構
成
し
、

必
要
に
応

じ
て
中
国
、

近
畿
地
方
の
関
係
者

に
も
広

げ
る

こ
と

に
し

て

い
る

が
、

「
ま
だ
事
務
的
な
作
業
は
詰

め
ら
れ
て
い
な
い
」

（国
交
省
）
。

１１
年
度
か
ら
の
公
共
交
通
支
援
の

た
め
の
財
源
確
保
に
は
、

今
夏
の

概
算
要
求
に
は
制
度
設
計
を
間
に

合
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

タ
イ

ム
リ
ミ

ッ
ト
が
追

っ
て
い
る
。

波
乱
含
み
の
審
議

「
新
料
金
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

は
い
け
な
い
」
と
飯
泉
嘉
門
徳
島

県
知
事
は
、

あ
く
ま
で
も
新
料
金

開
始

の
６
月
前

の
是

正
を
求

め

る
。

限
３
千
円
と
す
る
の
は
間
違
い
。

橋
を
造

っ
た
の
は
地
域
全
体

の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
だ
。

こ
れ
ま

で
橋

の
通
行
料
金

が
高

い

こ
と

で
、

フ
ェ
リ
ー
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
の
利
用
が
あ
り
、　

一
見
、

共
存

共
栄

が
図
ら
れ

て
い
る
よ

う
だ

が
（
橋
が
使
わ
れ
ず
無
駄
に
な

っ

て
い
た
。

フ
ェ
リ
ー
を
生
か
す
の

で
あ
れ
ば
、

橋
と
競
争
で
き
る
よ

う
に
国
が
固
定
費
を
補
て
ん
す
る

よ
う
に
し
な
い
と
。

全
国

一
律
の
料
金
で
は
な
く
、

距
離
に
応
じ
た
利
用
料
金
に
な
る

対

距
離
制
を
前
提

に
す
る
な

ら

ば
、

橋
自
体
の
料
金
は
２
千
円
台

し
た
こ
と
で
風
向
き
が
変
わ

っ
て

き
た
。

新
料
金
は
値
上
げ
と
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、

民
主
党
が
掲
げ
た
「
高

速
道
の
原
則
無
料
化
方
針
」
と
矛

盾
し
、

参
院
選
を
前
に
国
民
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
と
の
懸
念
か
ら

だ
。同

首
脳
会
議
で
は
、

本
四
道
の

料
金
見
直
し
に
つ
い
て
具
体
的
な

言
及
は
な
か

っ
た
と
い
う
が
、

出

席
し
た
山
岡
賢
次
党
国
対
委
員
長

は
「
難
し
い
問
題
で
は
な
く
、

そ
の

気
に
な
れ
ば
す
ぐ
直
せ
る
話
だ
」

と
是
正
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

新
料
金
制
度
を
見
直
す
か
ど
う

か
。

政
府
は
、

関
連
法
案
の
国
会

審
議
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
し
た
。

民
主
党
内
か
ら
新
料
金
の
６
月
実

施
先
送
り
の
声
も
出
る
な
ど
、

内

閣
支
持
率
の
急
落
を
背
景
に
、

波

乱
合
み
の
審
議
が
予
想
さ
れ
る
。

後
半
が
い
い
と
思
う
。

建
設
費
用

の
償
還
を
考
え
る
と
、

あ
る
程
度

の
負
担

は
や
む
を

得
な

い
だ
ろ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

高
速
道
の
料
金
収
入
を
最
大
に

す
る
に
は
、

全
国

一
律
で
下
げ
、

料
金
体
系

の
細
か

い
特
例
を
外

す
。

そ
の
う
え
で
、
ト
ラ

ッ
ク
が

走

り
や

す

い
よ
う

な

「
夜

間
割

引
」
、

人
が
動
く
年
末
年
始
や
盆

シ
ー

ズ
ン
は
高
め
に
し
て
閑
散
期

に
は
下
げ
る

「
季
節
料
金
」
、

都

市
部
は
高
め
に
し
、

す
い
て
い
る

と
こ
ろ
は
安
め
に
す
る

「
地
域
別

料
金
」
と
い

っ
た
弾
力
的
な
運
用

が
求
め
ら
れ
る
。

求
め
ら
れ
る
弾
力
的
運
用

υ
た
６
月
実
施
予
定
の
高
速
道
路
の
新
料
金
で
、

瀬
戸
大
橋
な
ど
本
州
四
国
連

　

は
、

瀬
戸
大
橋
開
通
以
来
の
課
題

に
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
、

岡
山
、

広
島
、

香
川
県
な
ど
関
係
自
治
体
が
反
発
を

　

で
も
ぁ
る
。

刃
事
ら
は
、

国
交
省
や
与
党

・
民
主
党
幹
事
長
室
に
是
正
を
要
望
。

参
院
選
を
　
　
　
　
い出

一質

Ａ盆

員々

い担

り
要
請
も
あ
り
、

国
会
審
議
で
見
直
し
の
可
能
性
も
出
て
く
る
中
、

本
四
道
の

　

　

「
事
前
の
連
絡
が
な
く
発
表
さ

フ
た
”

（岡
山

一
郎
、

藤
岡
慎
吾
）

れ
、

極
め
て
遺
憾
。

現
況
で
は
出

ヤ
套軍

中村良平・岡山大大学院教授に聞く

国
が
示
し
た
新
た
な
高
速
道
路

の
料
金
設
定
と
、

瀬
戸
大
橋
な
ど

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
料
金
に
つ

い
て
、

中
村
良
平

・
岡
山
大
大
学

院
教
授

（地
域
公
共
政
策
）
に
聞

い
た
。

（池
葉
須
則
夫
）

◇

本
四
道
が

一
般
高
速
道
よ
り
千

円
高
い
上
限
３
千
円

（
普
通
車
）

に
設
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
瀬
戸

大
橋

の
料
金
が
高
く
関
所
と
言
わ

れ
て
き
た
が
、　

一
般
高
速
道
が
上

限
２
千
円
の
中
で
の
割
高
は
、

さ

ら
に
高
い
関
所
に
造
り
替
え
る
感

が
す
る
。

四
国
経
済
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

四
国

と
取
引
の
あ
る
岡
山
や
関
西
な
ど

の
企
業
に
と

っ
て
、

マ
イ
ナ
ス
効

果
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
。

自
民
党
政
権
時
に
経
済
対
策
と

し
て
始
ま

っ
た
高
速
道
の
休
日
千

円
割
引
は
、

観
光
地
な
ど
が
若
干

潤

っ
た
感
は
あ
る
が
、

二
酸
化
炭

素

（
Ｃ
０２
）
な
ど
の
排
出
量
増
を

招
い
て
い
る
。

吉
同
速
道
料
金
に
は
、

急
ぐ
人
が
普
通
の
道
路
よ
り
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
、

対
価

を
払
う
と
い
う

「
応
益
原
理
」
が

ｌ

解

一説

あ
る
。

外
国
で
は
高
速
道
は
無
料

だ
と
言
わ
れ
る
が
、

維
持
管
理
費

‘が
賄
え
な
く
な

っ
て
い
る
た
め
、 霜曙見直しの可能性

解

一説


